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要 旨   
目的： 
母体の妊娠早期の多量飲酒は口唇口蓋裂リスクを上昇させるが、この関連にアルコール

代謝の遺伝多型がどのように影響するかはほとんどわかっていない。アルコール脱水素酵

素 1C (ADH1C) 遺伝子の多型が飲酒と口唇口蓋裂の関連を修飾するかも知れない。 
方法： 
ノルウェーにおける人口ベースの症例対照研究（1996-2001）において、アルコール代謝

の早さの表現型を規定する母体および児の ADH1C ハプロタイプによる、母体の飲酒量と

口唇口蓋裂リスクとの関連の違いを検討した。対象者は 483 口唇口蓋裂奇形と、この期間

の全ての出生から無作為抽出された 503 の対照出生児およびその母親である。 
結果： 
妊娠初期（第一三半期）に 1 回 5 杯以上飲酒した母体では、口唇口蓋裂児出生リスクが

上昇した（オッズ比 2.6, 95%信頼区間(CI): 1.4, 4.7）。低いアルコール代謝を伴う ADH1C
ハプロタイプを持つ母体または児においてのみこのリスク上昇が認められた（オッズ比 3.0, 
95%CI: 1.4, 6.8）。母体、児とも早いアルコール代謝を伴う ADH1C 多型を持つ場合、因習

関連リスクは認められなかった（オッズ比 0.9, 95%CI: 0.2, 4.1）。 
結論： 
アルコールによる催奇形性は、母体および児のアルコール代謝に対する遺伝的能力に依

存することが示唆された。 

 




